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ラット褐色脂肪細胞（成熟ラット由来）  

【Rat Brown Adipocyte, 品番：BAT10C】 

2024年 7月 1日改訂 

 

本製品は研究目的にのみご使用になれます。 

 

I. 製品概要 

褐色脂肪組織は、過剰に摂取したエネルギーを脂肪

として蓄えると同時に、脂肪のエネルギーを直接熱とし

て体外に放出する特殊な働きを持っています。また、交

感神経から分泌されるノルアドレナリンの β 作用によ

り、エネルギー消費の自動調節にも寄与しています。 

本製品は、SDラットの肩甲骨間褐色脂肪組織から分

離させた褐色脂肪前駆細胞を含む細胞群（凍結細胞）で

す。 

本培養系を用いて、褐色脂肪細胞の脂質代謝実験、熱エネルギー放出実験、褐色脂肪の機能解明ある

いは新規 β3作動薬のスクリーニング等が可能です。 

 

II. 使用前注意事項 

本マニュアルを使用前に必ずご確認ください。 

本製品はすべて【無菌操作】で実施して下さい。バイオセーフティーレベルは【レベル 1】です。 

本製品の培養には別売の専用メディウムをご使用下さい。 

 

III. 製品の保証について 

細胞を液体窒素にて正しく保存し、専用メディウム及び試薬を用いてマニュアル通りに培養された場

合のみ、培養開始後の増殖不良に関して保証致します。 

保証期限は【製品お受け取りから 6ヶ月以内】です。 

メディウムや使用方法に変更を加えられた場合や、再凍結した細胞を使用された場合は、保証の対象

になりませんのでご注意ください。 

 

IV. 製品構成 

※受け取り後、直ちにご使用にならない場合は凍結細胞を液体窒素にて保存してください。 

構成 容量 本数 保存方法 有効期限 

褐色脂肪前駆細胞

（凍結細胞） 
1×106cells/vial 1本 液体窒素保存 6ヶ月 

白色脂肪細胞 

副腎髄質 
アドレナリ
ン 

交 感 神
経 

褐色脂肪細

胞 



 

V. 細胞の由来 

SDラット成獣(4～8週齢)の肩甲骨間褐色脂肪組織 

 

VI. 専用メディウム（別売） 

培地の主成分：DMEM、血清、抗生剤、その他 

 

褐色脂肪専用培地の使用例

BATGM：褐色細胞の増殖に使用
BATDM：褐色細胞分化に使用（強制分化剤使用）
BATMM：褐色脂肪の維持に使用

細胞播種 脂肪分化 脂肪維持

実験の目的にあわせて、ご使用下さい

BATFM

細胞播種 脂肪分化 脂肪維持

強制分化剤を使用できない実験などに、ご利用ください

BATFM：褐色細胞増殖から脂肪分化・脂肪維持までを1種類の培地で
実験可能（強制分化剤不含）

BATDMBATGM BATMM

 

品名 品番 容量 保存方法 有効期限 

増殖用メディウム 

（ラット褐色脂肪細胞用） 
BATGM 

500 

mL 

－20℃保存 

(解凍後は 4℃保存) 

ボトル記載(－20℃保存) 

解凍後 3ヶ月(4℃保存) 

分化誘導用メディウム 

（ラット褐色脂肪細胞用） 
BATDM 

500 

mL 

－20℃保存 

(解凍後は 4℃保存) 

ボトル記載(－20℃保存) 

解凍後 3ヶ月(4℃保存) 

脂肪細胞維持メディウム 

（ラット褐色脂肪細胞用） 
BATMM 

500 

mL 

－20℃保存 

(解凍後は 4℃保存) 

ボトル記載(－20℃保存) 

解凍後 3ヶ月(4℃保存) 

脂肪分化メディウム 

（ラット褐色脂肪細胞用） 
BATFM 

250 

mL 

－20℃保存 

(解凍後は 4℃保存) 

ボトル記載(－20℃保存) 

解凍後 3ヶ月(4℃保存) 



 

VII. 操作方法 

※本製品は【継代不可】です。 

 

細胞解凍・播種 

 ※下記は、24wellプレートで培養する場合のプロトコールになります。 

 ※各種メディウムは細胞の解凍前に予め、冷蔵で解凍しておいてください。 

※細胞はコラーゲンコート済の培養容器に細胞を播種してください。 

 

増殖用メディウム（品番：BATGM）・分化誘導用メディウム（品番：BATDM）・脂肪細胞維持メディウム

（品番：BATMM）を使用して培養する場合 

 

【準備するもの】 

・コラーゲンコート済の培養用 24wellプレート 

・増殖用メディウム ・分化誘導用メディウム ・脂肪細胞維持メディウム 

1. 凍結細胞のバイアルを、37℃温水にて 2分間加温して解凍してください。 

2. 解凍した細胞液は、予め増殖用メディウム 10 mLが入っている 15 mL遠心管に移し混和した後、遠沈

管内の培養メディウムを 1 mL分取し、バイアルを共洗いして細胞液を回収してください。 

3. 細胞懸濁液を 4℃、200 ×ｇで 5分間遠心してください。 

4. 上清を除去し、増殖用メディウム 10 mlを添加し、やさしくピペッティングして細胞を再浮遊させ 4℃、

200 ×ｇで 5分間遠心分離します。 

5. 上清を除去し、増殖用メディウムを 12.5 mL加え細胞懸濁液とします。 

6. 細胞懸濁液を 1 ウェルあたり 0.5 mL 播種し、5％CO2存在下の 37℃インキュベーターで培養してくだ

さい。 

7. 翌日（播種後 1日目）、37℃に保温した増殖用メディウムを 1ウェルあたり 0.5 mLずつ静かに加えてく

ださい。 

8. 播種後 2日目に 37℃に保温した増殖用メディウムで 1 ウェルあたり 1 mL ずつ培地交換し、80～100％コンフ

ルエントになるまで培養してください。 

※播種してから 3～４日後に 80～100％コンフルエントになります。 

9. 細胞が 80～100％コンフルエントになったら、37℃に保温した分化誘導用メディウムに培地交換（1 ウ

ェルあたり 1 mLずつ）し、2日間培養してください。 

10. 分化誘導用メディウムで 2 日間培養後、37℃に保温した維持メディウムに培地交換（1 ウェルあたり 1 

mLずつ）してください。それ以降は維持メディウムで培地交換を 2日おきに行なってください。 

※脂肪滴が蓄積した脂肪細胞は培養面から剥がれ易くなりますので、培地交換は丁寧に行なってください。 

 

脂肪分化メディウム（品番：BATFM）を使用して培養する場合 

 

【準備するもの】 

・コラーゲンコート済の培養用 24wellプレート 

・脂肪分化メディウム 

1. 凍結細胞のバイアルを、37℃温水にて 2分間加温して解凍してください。 

2. 解凍した細胞液は、予め脂肪分化メディウム 10 mLが入っている 15 mL遠心管に移し混和した後、遠

沈管内の培養メディウムを 1 mL分取し、バイアルを共洗いして細胞液を回収してください。 



3. 細胞懸濁液を 4℃、200 ×ｇで 5分間遠心してください。 

4. 上清を除去し、脂肪分化メディウムを 12.5 mL加え、再懸濁して下さい。 

5. 細胞懸濁液を 1 ウェルあたり 0.5 mL 播種し、5％CO2存在下の 37℃インキュベーターで培養してくだ

さい。 

6. 翌日（播種後 1日目）、37℃に保温した脂肪分化メディウムを 1ウェルあたり 0.5 mLずつ静かに加えて

ください。 

7. 播種後 2日目に 37℃に保温した脂肪分化メディウムで 1ウェルあたり 1 mLずつ培地交換し、それ以降

は１日おきに培地交換してください。 

※播種してから 3～４日後に 80～100％コンフルエントになります。 

※脂肪滴が蓄積した脂肪細胞は培養面から剥がれ易くなりますので、培地交換は丁寧に行なってくださ

い。 

 

VIII. 技術情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．細胞形態 

 

A．培養 1日目 

B．培養 4日目 

C．培養 8日目 
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